
　10月２日（金）、野方小学校において、公益
財団法人日本教育公務員弘済会鹿児島支部か
ら野方神舞保存会へ助成金が贈られました。
　これは、青少年の健全育成を目的に、地域
に根ざした活動を推進している団体へ贈呈さ
れる助成金です。
　野方神舞保存会の川原辰雄会長は「野方の子
どもたちが大人になっても野方の文化を忘れ
ないよう、環境作りに務めていたきたい」と述
べられました。

地域の活性化と文化の継承を
野方神舞保存会に助成金贈呈

　10月17日（土）、(株)有馬工務店と有栄会に
所属する23社から計41名が参加し、手作りの
ベンチが町へ寄贈されました。
　有馬工務店の脇田康弘社長は「生憎の雨の中
ではありましたが、社会奉仕の精神で、喜ばれ
るものを作り、寄贈させて頂きました。これか
らを担う子どもたちの活動を見守って頂けるよ
う、地域の皆様、保護者の皆様に喜んでいただ
けますと幸いです」と話されました。
　作成したベンチは10脚で、大崎小学校に５脚、
大崎中学校に５脚がそれぞれ設置されました。

町内の環境整備を！
奉仕活動で手作りベンチを寄贈

今回で３回目の実施となりました
コミュニティ・スクール活動
　10月10日（土）、大崎中学校において、土曜授
業を活用した「コミュニティ・スクール土曜授業」
が全校生徒を対象に行われました。
　当日は地域内外から講師が参加し18講座が開
かれ、ピザ作り体験や正しい走り方教室、伝筆
教室など、多種多様な講座に生徒らは目を輝か
せながら受講していました。
　伝

つてふで

筆の山口奈月先生は「生徒さんたちの素直な
感性に触れることができ、私自身また学びたい
と刺激を受けました」と述べられました。
　 ※伝筆とは…
　　筆に想いをのせ、大切な人に想いを伝える書のこと。

旬な話題をお届け！おおさきフラッシュ
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